
中国の文化Ⅸ 第９回

隋唐時代

敦煌文書の世界



仏
教
の
隆
盛
と
敦
煌
文
書
の
世
界

南
北
朝
時
代
、
中
原
を
支
配
し
た
遊
牧

民
族
は
、
漢
民
族
の
高
度
な
文
明
に
対
抗

し
、
支
配
下
の
諸
民
族
と
の
共
生
を
図
る

た
め
、
西
域
か
ら
東
ア
ジ
ア
へ
と
新
た
な

文
明
を
伝
え
た
。
仏
教
で
あ
る
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
経
典
が
東
ア
ジ

ア
の
共
通
語(L

in
g
u
a fran

ca)

で
あ
る
漢

語
に
翻
訳
さ
れ
た
結
果
、
南
北
朝
時
代
か

ら
隋
、
唐
時
代
に
か
け
て
、
東
ア
ジ
ア
に

仏
教
と
い
う
世
界
宗
教
が
浸
透
し
て
い
く
。

仏
教
の
伝
来
に
よ
り
、
中
国
で
は
「
変

文
」
と
い
う
新
た
な
庶
民
文
芸
が
誕
生
し

た
。
一
九
世
紀
の
末
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

仏
教
石
窟
か
ら
、
こ
の
変
文
を
含
む
数
万

点
の
古
文
書
が
発
見
さ
れ
た
。
「
敦
煌
文

書
」
で
あ
る
。



講義内容

第一節 隋唐時代

 ～異民族集団が開いた世界帝国

第二節 敦煌文書の発見

 ～よみがえる唐代の俗文学世界

第三節 王昭君変文はなぜ生まれたのか？

 ～民族融和のために生きた女性たち



第一節

隋唐時代

異民族集団が築いた世界帝国



隋唐を築いた草原の軍団(ＮＨＫスペシャル「故宮」より)



隋
・
唐
を
建
て
た
武
川
鎮
の
諸
氏
族

〔
解
説
〕

北
魏
は
都
・
平
城
を
守
る
た
め
、
柔
然

と
の
国
境
近
く
に
鎮
を
置
き
、
鮮
卑
族
の

諸
氏
族
を
配
置
し
た
。
し
か
し
孝
文
帝
が

都
を
洛
陽
に
遷
す
と
、
こ
れ
に
反
対
す
る

諸
氏
族
が
反
乱
を
起
し
た
。
そ
の
中
か
ら

武
川
鎮
の
諸
氏
族
が
台
頭
し
、
宇
文
一
族

は
西
魏
を
、
そ
の
禅
譲
を
受
け
た
楊
一
族

は
隋
を
建
国
し
、
こ
の
隋
を
滅
ぼ
し
た
李

一
族
に
よ
っ
て
唐
王
朝
が
誕
生
し
た
。

武川鎮
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隋
唐
王
朝
の
ル
ー
ツ

「
東
ア
ジ
ア
の
唐
帝
国
は
、
カ
ー
ル
大
帝

を
出
し
た
フ
ラ
ン
ク
王
国
＊

に
比
較
さ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。
」

宮
崎
市
定
『
大
唐
帝
国
』

＊
西
ゲ
ル
マ
ン
系
の
フ
ラ
ン
ク
人
が
建
て
た
王
国

(

四
八
六
〜
九
八
七)

。
ゲ
ル
マ
ン
民
族
大
移
動
後

の
混
乱
を
収
拾
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
中
心
と

す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
的
・
文
化
的
統
一
を

実
現
し
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
な

ど
の
諸
国
家
の
源
流
と
な
っ
た
。

宮崎市定（1901～1995）
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隋
唐
王
朝
の
ル
ー
ツ

「
漢
王
朝
は
中
国
人
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ

た
大
国
家
で
あ
る
の
に
反
し
、
唐
帝
国
は

北
方
か
ら
中
国
に
侵
入
し
た
異
民
族
集
団

の
発
達
線
上
に
そ
の
起
源
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
点
は
ま
さ
し
く
フ
ラ
ン
ク
王
国
が
、

ゲ
ル
マ
ン
民
族
大
移
動
の
結
果
と
し
て
生

じ
た
産
物
で
あ
る
と
軌
を
一
に
す
る
」

宮
崎
市
定
『
大
唐
帝
国
』

宮崎市定（1901～1995）



五胡十六国
316～439

東晋
318～420

宋 420～479
北魏

439～534 斉 479～502

梁 502～557西魏

北周

東魏

北斉

陳 557～589

隋 589～618

唐 618～907

ローマ共和制 前509～前31

ローマ帝国
前27～395

西ローマ帝国
395～476

東ローマ帝国
395～1453

フランク王国
395～843

前漢
202BC～8BC

新 8BC～25AD

後漢
25～220

魏
220～265

蜀 221～

263 呉
229～280

西晋 265～316

ゲルマン民族の大移動

(４世紀末～６世紀末)

五胡の侵入

(４世紀初～６世紀末)



第二節

敦煌文書の発見

よみがえる唐代の俗文学世界



変
文南

北
朝
時
代
に
中
国
に
広
ま
っ
た
仏
教

は
、
隋
唐
時
代
に
そ
の
黄
金
時
代
を
迎
え

た
。寺

院
で
は
、
仏
の
教
え
を
文
字
を
持
た

ぬ
庶
民
に
も
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、

「
変
」
と
呼
ば
れ
る
絵
巻
を
示
し
な
が
ら
、

歌
と
語
り
を
交
え
て
語
る
絵
解
き
講
釈

「
変
文
」
が
人
気
を
集
め
て
い
た
。



ラジャスタン地方

イ
ン
ド
の
絵
解
き
芸
人
ボ
ー
パ

中
国
の
絵
解
き
講
釈
「
変
文
」
は
、
仏

教
と
と
も
に
西
域
か
ら
伝
わ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
北
西
部
の
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ン
地

方
に
は
、
い
ま
もp

h
ad

と
呼
ば
れ
る
絵
巻

を
掲
げ
な
が
ら
、
歌
と
語
り
に
よ
っ
て
、

こ
の
地
に
伝
わ
る
英
雄
伝
説
を
語
る
絵
解

き
芸
人
ボ
ー
パ
が
活
動
を
続
け
て
い
る
。



ラージャスタン地方の英雄伝説を語る絵解き芸人ボーパ



和歌山県道成寺の絵解き説法



和歌山県道成寺の絵解き説法



唐
代
の
絵
解
き
講
釈
「
変
文
」

仏
教
と
と
も
に
西
域
か
ら
伝
わ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
「
変
文
」
は
、
や
が
て
民
間

に
広
く
普
及
し
、
絵
解
き
を
し
な
が
ら
物

語
を
語
る
民
間
芸
人
が
登
場
し
た
こ
と
が
、

当
時
の
詩
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
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民間芸人が語る絵解き芸能「変文」

吉師老の詩「看蜀女転昭君変」



民
間
芸
人
が
語
る
絵
解
き
芸
能
「
変
文
」

妖
姫
未
著
石
榴
裙

自
道
家
連
錦
水
濆

檀
口
解
知
千
載
事

清
詞
堪
歎
九
秋
文

翠
眉
顰
処
楚
辺
月

画
卷
開
時
塞
外
雲

説
尽
綺
羅
当
日
恨

昭
君
伝
意
向
文
君

(

唐)

吉
師
老
「
看
蜀
女
転
昭
君
変
」(

全
唐
詩
巻
七
七
四)



民
間
芸
人
が
語
る
絵
解
き
芸
能
「
変
文
」

妖
艶
な
娘
は

石
榴
の
ス
カ
ー
ト
も
は
か
ず 

四
川
の
錦
水
の
ほ
と
り
か
ら

来
た
と
い
う

真
っ
赤
な
唇
は

遥
か
昔
の
歴
史
を
物
語
り 

そ
の
歌
詞
は

九
秋
の
文
を
も
歎
か
せ
る
ほ
ど

美
し
い
眉
を
ひ
そ
め
て
歌
う
は

楚
の
あ
た
り
の
月 

画
巻
を
開
け
ば

そ
こ
は
は
る
か
辺
境
の
雲

宮
廷
で
の
思
い
出
を
語
り
な
が
ら 

王
昭
君
は
卓
文
君
＊

に
思
い
を
伝
え
る

(

唐)

吉
師
老
「
看
蜀
女
転
昭
君
変
」(

全
唐
詩
巻
七
七
四)

＊
卓
文
君
＝
前
漢
時
代
の
蜀(

四
川
省)

の
富
豪
の
娘
。
若
く

し
て
夫
に
死
別
し
実
家
に
帰
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
文
人
司

馬
相
如
と
出
会
い
、
駈
落
ち
し
て
生
活
の
た
め
に
酒
場
を
開

く
な
ど
の
苦
労
も
重
ね
た
。
政
略
結
婚
の
た
め
に
身
を
捧
げ

た
王
昭
君
と
は
対
照
的
に
、
卓
文
君
は
恋
に
生
き
た
中
国
古

代
の
情
熱
的
な
女
性
の
典
型
と
し
て
知
ら
れ
る
。



王
昭
君
と
は

〔
解
説
〕

王
昭
君
は
、
前
漢
の
元
帝(

在
位
前
四
九

～
前
三
三
）
の
宮
女
で
あ
っ
た
実
在
の
人

物
。
名
は
嬙
、
昭
君
は
字
。

紀
元
前
三
三
年
、
和
蕃
降
嫁
＊
に
よ
り

匈
奴
の
王
に
嫁
い
だ
こ
と
で
、
後
世
、
変

文
、
元
雑
劇
、
白
話
小
説
な
ど
の
題
材
と

な
っ
た
。

＊
和
蕃
降
嫁‥

中
国
の
王
朝
が
、
周
辺
の
諸
民
族

と
の
和
親
の
た
め
、
皇
族
や
宮
女
を
嫁
が
せ
る

政
略
結
婚
。

元雑劇「漢宮秋」挿絵
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王昭君説話

王昭君変文(？)

匈奴が来朝し、王昭君を閼氏に迎える(BC33年)

元雑劇「漢宮秋」(13-14世紀)

雪樵主人『双鳳奇縁』(1809年刊)



元
雑
劇
「
漢
宮
秋
」

〔
解
説
〕

元
雑
劇
の
四
大
家
の
一
人
で
あ
る
馬
致

遠
が
書
い
た
雑
劇
。

漢
の
元
帝
の
時
代
、
後
宮
に
王
昭
君
と

い
う
美
し
い
宮
女
が
い
た
。
元
帝
は
肖
像

画
で
宮
女
を
選
ん
で
い
た
が
、
王
昭
君
は

絵
師
の
毛
延
寿
に
賄
賂
を
贈
ら
な
か
っ
た

た
め
、
肖
像
画
を
醜
く
描
か
れ
、
不
遇
の

身
で
い
た
。
し
か
し
偶
然
の
機
会
か
ら
元

帝
と
出
会
い
、
ロ
マ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
匈
奴
に
逃
れ
た
毛
延
寿
が

匈
奴
の
王
に
王
昭
君
の
美
し
い
絵
姿
を
見

せ
た
た
め
、
王
昭
君
は
匈
奴
へ
降
嫁
す
る

こ
と
に
な
り
、
旅
立
つ
途
中
、
国
境
を
流

れ
る
黒
竜
川
に
身
を
投
げ
る
。

宮
廷
で
王
昭
君
を
偲
ぶ
元
帝
は
、
空
を

飛
ぶ
雁
の
声
に
一
人
涙
す
る
。

元雑劇「漢宮秋」挿絵



吉
師
老
の
詩
に
詠
ま
れ
て
い
た
王
昭
君

の
絵
解
き
芸
能
の
台
本
は
、
現
存
す
る
の

か
？

？



敦
煌
文
書
の
発
見

一
九
〇
〇
年
、
敦
煌
石
窟(

莫
高
窟)

に
暮

ら
す
王
円
籙
と
い
う
道
士
が
、
石
窟(

第
十

六
窟)

の
甬
道
に
、
小
さ
な
石
室(

第
十
七

窟)

が
あ
る
の
を
発
見
し
た
。

十
一
世
紀
ご
ろ
封
印
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
の
石
室
に
は
、
四
～
十
一
世
紀
ま

で
の
文
書
数
万
点
が
隠
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
中
に
は
吉
師
老
の
詩
に
歌
わ
れ
た

王
昭
君
の
物
語
を
語
る
絵
解
き
芸
能
の
台

本
「
王
昭
君
変
文
」
も
含
ま
れ
て
い
た
。

王円籙



清朝

敦煌石窟で大量の古文書が発見される(1900年)



敦煌莫高窟第17窟(ＮＨＫスペシャル「敦煌」(後編)より)



敦煌莫高窟第16窟と第17窟蔵経洞



敦煌莫高窟第16窟と第17窟蔵経洞



現在の敦煌莫高窟第17窟(蔵経洞)内部発見当初の敦煌莫高窟第17窟(蔵経洞)内部



発見された王昭君変文

敦
煌
の
莫
高
窟
か
ら
発
見
さ
れ
た
王
昭

君
変
文
は
い
つ
ご
ろ
作
ら
れ
た
も
の
か
？

？



王
昭
君
変
文
の
成
立
年
代

(

王
昭
君
の)
墳
墓
は
高
さ
数
尺

名
を
青
塚
と
申
し
ま
す

(
中
略)

人
が
ど
こ
で
生
ま
れ
、
死
ぬ
か
は

す
べ
て
前
世
の
定
め

哀
れ
明
妃(

王
昭
君)

の
命
は

風
に
吹
か
れ
た
灯
の
よ
う
に
消
え
去
り

八
百
余
年

い
ま
も
そ
の
墓
は
残
っ
て
お
り
ま
す

王
昭
君
変
文
（
Ｐ
二
五
五
三
）
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匈奴が来朝し、王昭君を閼氏に迎える(BC33年)

王昭君変文が作られる(西暦800年頃)

“八百余年”

吉師老の詩「看蜀女転昭君変」

内部徴証



発見された王昭君変文

王
昭
君
変
文
は
ど
の
よ
う
な
物
語
だ
っ

た
の
か
？

？



王
昭
君
変
文(

Ｐ
二
五
五
三)

の
梗
概

〔
解
説
〕

王
昭
君
変
文
の
前
半
部
分
は
残
欠
が
多

い
た
め
、
王
昭
君
が
な
ぜ
匈
奴
の
地
に
行

く
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
後
半
に
見
え
る
「
良
由
画
匠
、

捉
妾
陵
持
、
遂
使
望
断
黄
砂
、
悲
連
紫
塞
、

長
辞
赤
県
、
永
別
神
州
」
（
画
匠
に
い
じ

わ
る
を
さ
れ
た
た
め
、
望
み
は
黄
砂
に
断

た
れ‥

‥

）
と
い
う
一
句
か
ら
、
『
西
京

雑
記
』
や
『
世
説
新
語
』
が
伝
え
る
伝
承

が
、
そ
の
原
因
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。



西
京
雜
記
の
中
の
王
昭
君
伝
説

漢
の
元
帝
は
、
後
宮
に
宮
女
が
多
く
、

な
か
な
か
会
え
な
い
た
め
、
画
工
に
肖
像

画
を
描
か
せ
、
そ
の
絵
に
よ
っ
て
宮
女
を

召
し
て
い
た
。

宮
女
た
ち
は
み
な
画
工
に
賄
賂
を
贈
り
、

多
い
者
は
十
万
、
少
い
者
で
も
五
万
を
下

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
た
だ
王
嬙(

昭
君)

だ
け
は
賄
賂
を
贈
ろ
う
と
せ
ず
、
そ
の
た

め
帝
の
寵
愛
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。(

漢)

劉
歆
撰 (

晋)

葛
洪
集
『
西
京
雜
記
』
第
二

西京雑記(明嘉靖孔天胤刊・四部叢刊影印本)



西
京
雜
記
の
中
の
王
昭
君
伝
説

匈
奴
が
朝
見
し
、
漢
の
美
人
を
閼
氏(

匈

奴
の
妻
妾)

に
迎
え
る
こ
と
を
求
め
た
。

帝
は
絵
に
よ
っ
て
昭
君
を
行
か
せ
る
こ

と
に
し
た
が
、
出
発
の
際
に
召
見
し
て
み

る
と
、
そ
の
容
貌
は
後
宮
で
一
番
。
応
対

も
善
く
、
立
ち
居
振
舞
い
も
あ
で
や
か
で

あ
っ
た
。(

漢)

劉
歆
撰 (

晋)

葛
洪
集
『
西
京
雜
記
』
第
二

西京雑記(明嘉靖孔天胤刊・四部叢刊影印本)



西
京
雜
記
の
中
の
王
昭
君
伝
説

帝
は
後
悔
し
た
が
、
名
簿
が
す
で
に
で

き
あ
が
っ
て
い
た
た
め
、
外
国
と
の
信
義

を
重
ん
じ
、
人
を
変
え
る
こ
と
は
し
な

か
っ
た
。

そ
の
後
、
事
の
真
相
が
明
ら
か
に
な
る

と
、
画
工
た
ち
を
す
べ
て
さ
ら
し
首
に
し

た
。
彼
ら
の
家
財
を
没
收
す
る
と
、
み
な

巨
萬
の
富
を
蓄
え
て
い
た
。

(

漢)

劉
歆
撰 (

晋)

葛
洪
集
『
西
京
雜
記
』
第
二

西京雑記(明嘉靖孔天胤刊・四部叢刊影印本)



発見された王昭君変文

王
昭
君
変
文
の
後
半
で
は
、
王
昭
君
は

匈
奴
に
嫁
い
だ
後
、
ど
う
な
っ
た
の
か
？

？



王
昭
君
変
文(

Ｐ
二
五
五
三)

〔
梗
概
〕

王
昭
君
は
、
単
于
と
と
も
に
匈
奴
に
行

く
が
、
異
国
の
地
に
な
じ
む
こ
と
が
で
き

ず
、
鬱
々
と
し
た
日
々
を
過
ご
す
。

単
于
は
王
昭
君
を
喜
ば
せ
よ
う
と
「
煙

脂
」
と
い
う
名
（
実
は
匈
奴
の
言
葉
で
皇

后
の
意
）
を
与
え
て
皇
后
に
立
て
た
り
、

盛
大
な
巻
き
狩
り
を
行
っ
た
り
す
る
。

し
か
し
王
昭
君
は
巻
き
狩
り
を
見
物
す

る
た
め
に
登
っ
た
小
高
い
嶺
で
、
遥
か
遠

く
に
あ
る
漢
の
地
を
思
い
出
し
、
と
う
と

う
病
に
か
か
っ
て
し
ま
う
。



王
昭
君
変
文(

Ｐ
二
五
五
三)

〔
梗
概
〕

単
于
は
「
あ
な
た
が
死
ん
で
し
ま
っ
た

ら
、
私
も
死
に
ま
す
」
と
王
昭
君
の
病
を

治
そ
う
と
す
る
が
、
懸
命
の
治
療
も
虚
し

く
王
昭
君
は
つ
い
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
る
。

王
昭
君
は
匈
奴
と
漢
の
国
境
近
く
に
埋

葬
さ
れ
、
そ
の
墓
は
「
青
塚
」
と
呼
ば
れ

た
。王

昭
君
の
死
後
、
漢
の
哀
帝
は
使
者
を

送
り
、
王
昭
君
の
墓
前
で
追
悼
文
を
読
む

と
こ
ろ
で
物
語
は
終
わ
る
。



青塚（内モンゴル自治区フフホト市）



青塚（内モンゴル自治区フフホト市）



発見された王昭君変文

絵
解
き
芸
能
「
変
文
」
は
ど
の
よ
う
に

演
じ
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？

？



説 唱唱

王
昭
君
変
文
の
形
式

〔
解
説
〕

王
昭
君
変
文
は
、
説(

散
文)

と
唱(

韻
文)

を
交
互
に
織
り
交
ぜ
て
上
演
さ
れ
て
い
た
。

唱
の
部
分
の
冒
頭
に
は
「
～
処
、
若
為

陳
説(

～
の
場
面
、
い
か
な
る
内
容
か
と
い

い
ま
す
と)

」
と
あ
り
、
絵
巻
物
を
見
せ
な

が
ら
歌
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
「
上
巻
立
鋪
畢
，
此
入
下
巻(

上
巻

は
こ
こ
で
終
わ
り
、
こ
れ
よ
り
下
巻
に
入

る)

」
と
い
う
ト
書
き
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

絵
巻
物
が
上
下
二
巻
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。



王
昭
君
変
文
（
敦
煌
文
書
Ｐ
二
五
五

三
）
は
い
ま
ど
こ
に
？

①
中
国

②
日
本

③
フ
ラ
ン
ス

？
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敦煌文書の離散

義和団事件(1900年)

敦煌文書の発見(1900年)

王昭君変文が作られる(西暦800年頃)



義和団事件で北京の紫禁城を占領した八カ国連合軍（1900年）



ペリオ(P.Pelliot 1878-1945)

スタイン(M.A.Stein 1862-1943)

海
外
に
離
散
し
た
敦
煌
文
書

義
和
団
事
件
か
ら
辛
亥
革
命
へ
と
続
く

混
乱
の
中
、
清
朝
政
府
に
は
敦
煌
文
書
を

保
護
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。

石
窟
内
の
文
書
や
美
術
品
は
、
一
九
〇

七
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
ス
タ
イ
ン
（S

ir M
ark

 

A
u
rel

S
tein

）
、
一
九
〇
八
年
に
フ
ラ
ン
ス

の
ペ
リ
オ
（P

au
l P

ellio
t

）
、
一
九
一
一
年

に
日
本
の
大
谷
探
險
隊
、
一
九
一
四
年
に

ロ
シ
ア
の
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
（S

erg
ey

 

F
y
o
d
o
ro

v
ich

O
ld

en
b
u
rg

）
等
に
よ
っ
て
国

外
に
持
ち
出
さ
れ
、
現
在
は
大
英
図
書
館

や
パ
リ
国
立
図
書
館
な
ど
世
界
各
地
の
図

書
館
や
博
物
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。



第三節

王昭君変文は
なぜ生まれたのか

民族融和のために生きた女性たち



？

王
昭
君
変
文
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
？

？
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王昭君変文の時代背景
“和蕃降嫁”の時代

唐の文成公主、吐蕃に降嫁(640年)

唐の金城公主、吐蕃に降嫁(710年)

王昭君変文が作られる(800年頃)

和蕃降嫁

和平のため姻戚関係を築くこと



唐の金城公主、チベット王に嫁ぐ(710年)

唐の文成公主、チベット王に嫁ぐ(640年)



民
族
間
の
融
和
に
身
を
捧
げ
た
女
性

妾
聞
隣
国
者
大
而
小
而
① 

、
強
自
強
、

弱
自
弱
。
何
用
逞
雷
電
之
意
気
、
争
烽
火

之
声
、
独
楽
一
身
、
苦
他
万
姓
。

私
は
隣
国
に
は
大
国
も
あ
れ
ば
小
国
も

あ
り
、
強
き
も
の
は
自
ず
と
強
く
、
弱
き

も
の
は
自
ず
と
弱
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

な
ぜ
、
雷
電
の
意
気
を
逞
し
く
し
、
烽
火

の
声
を
争
い
、
た
だ
一
身
を
楽
し
ま
せ
る

た
め
に
、
他
の
万
姓
を
苦
し
め
る
必
要
が

あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

王
昭
君
変
文(

Ｐ
二
五
五
三)

【
注
釈
】

①
王
重
民
等
編
『
敦
煌
変
文
集
』
は
、
こ
の
句
を
「
隣
国

者
大
強
而
小
弱
」
の
誤
り
と
す
る
。



？

史
実
と
し
て
の
王
昭
君
は
、
ど
の
よ
う

な
女
性
だ
っ
た
の
か
？？



史
実
と
し
て
の
王
昭
君

(

王)

昭
君
、
字
は
嬙
、
南
郡
の
人
で
あ
る
。

初
め
、
元
帝
の
時
、
良
家
の
子
女
と
し
て

選
ば
れ
て
掖
庭(

後
宮)

に
入
っ
た
。

後
漢
書
卷
八
十
九
南
匈
奴
列
傳



史
実
と
し
て
の
王
昭
君

そ
の
こ
ろ
呼
韓
邪
単
于
が
来
朝
し
た
の

で
、
帝
は
宮
女
五
人
を
下
賜
す
る
こ
と
に

し
た
。

昭
君
は
後
宮
に
入
っ
て
数
年
が
過
ぎ
て

い
た
が
、
帝
に
お
目
通
り
す
る
機
会
も
な

く
憂
鬱
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
た
め
、
掖

庭
令
に
匈
奴
行
き
を
願
い
出
た
。

後
漢
書
卷
八
十
九
南
匈
奴
列
傳



史
実
と
し
て
の
王
昭
君

呼
韓
邪
単
于
の
歓
送
の
宴
に
、
帝
は
五

人
の
宮
女
を
呼
ん
で
単
于
に
会
わ
せ
た
。

美
し
く
、
あ
で
や
か
に
着
飾
っ
た
王
昭

君
の
姿
が
、
漢
の
王
宮
を
輝
か
せ
、
宮
廷

内
は
騒
然
と
な
っ
た
。

帝
も
大
変
驚
き
、
宮
中
に
留
め
た
い
と

思
っ
た
が
、
信
義
を
失
う
わ
け
に
は
い
か

ず
、
匈
奴
に
嫁
が
せ
た
。

後
漢
書
卷
八
十
九
南
匈
奴
列
傳



史
実
と
し
て
の
王
昭
君

(

王
昭
君
は)

二
人
の
子
を
産
ん
だ
が
、
呼

韓
邪
単
于
が
亡
く
な
る
と
、
前
の
閼
氏
①

の

子
が
後
を
継
ぎ
、
王
昭
君
を
妻
に
迎
え
よ

う
と
し
た
②

。

王
昭
君
は
漢
に
上
書
し
て
帰
国
を
願
い

出
た
が
、
成
帝
は
匈
奴
の
習
俗
に
従
う
よ

う
命
じ
、
新
し
い
単
于
の
閼
氏
と
な
っ
た
。

後
漢
書
卷
八
十
九
南
匈
奴
列
傳

【
解
説
】

①
閼
氏(

え
ん
し)

：
漢
代
の
匈
奴
の
単
于
の
正
室
の
称
号

②
匈
奴
社
会
で
は
、
女
性
は
夫
の
死
後
、
そ
の
兄
弟
や
義
理

の
息
子
と
結
婚
す
る L

ev
irate 

婚
の
習
慣
が
あ
っ
た



実際の王昭君は自らの意志で異国行きを決断し、

現地の習俗に従って逞しく生きた女性であった。

左国順画「昭君出塞」



王
昭
君
の
よ
う
な
政
略
結
婚
は
、
日
本

で
も
行
わ
れ
た
が
、
い
つ
ご
ろ
ま
で
行
わ

れ
て
い
た
の
か
？

①
戦
国
時
代

②
江
戸
時
代

③
昭
和

？



朝鮮の李王世子・李垠(이은)と

梨本宮家王女・方子結婚

1920年4月28日



満州国皇弟・愛新覚羅溥傑と

嵯峨侯爵家長女・嵯峨浩結婚

1937年4月3日(於九段会館)



朝鮮王世子・李垠(이은 1897-1970) 梨本宮家王女・方子(1901-1989)



NHK BS1「韓国の母になった日本人―李方子」



朝鮮王世子・李垠(이은 1897-1970) 梨本宮家王女・方子(1901-1989)

政
略
結
婚
さ
せ
れ
た
梨
本
宮
方
子
は
、

そ
の
後
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
だ
の
か

？



NHK BS1「韓国の母になった日本人―李方子」



ま
と
め

◼

南
北
朝
時
代
、
経
典
が
東
ア
ジ
ア
の
共
通

語
で
あ
る
漢
語
に
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
仏
教
は
東
ア
ジ
ア
の
世
界
宗
教
と

な
っ
た
。

◼

仏
教
と
と
も
に
西
域
か
ら
伝
わ
っ
た
絵
解

き
講
釈
は
、
「
変
文
」
と
呼
ば
れ
る
新
た

な
庶
民
文
学
を
誕
生
さ
せ
た
。

◼

一
九
世
紀
の
末
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
敦
煌

石
窟
の
中
か
ら
、
変
文
を
含
む
数
万
点
に

お
よ
ぶ
古
文
書
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
中

か
ら
「
王
昭
君
変
文
」
な
ど
の
民
間
の
絵

解
き
芸
能
の
台
本
が
発
見
さ
れ
た
。

◼

「
敦
煌
文
書
」
と
呼
ば
れ
る
こ
れ
ら
の
文

書
は
、
義
和
団
事
件
な
ど
の
混
乱
の
中
、

海
外
に
四
散
し
、
現
在
は
大
英
図
書
館
、

パ
リ
国
立
図
書
館
な
ど
世
界
各
地
の
図
書

館
や
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
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集
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し
た
も
の
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